
安
倍
首
相
は
15
日
午
後
、
自

ら
の
私
的
諮
問
機
関
「
安
全
保

障
の
法
的
基
盤
の
再
構
築
に
関

す
る
懇
談
会
」（
安
保
法
制
懇
）

が
海
外
で
の
武
力
行
使
を
全
面

的
に
認
め
る
報
告
書
を
提
出
し

た
こ
と
を
受
け
て
、
首
相
官
邸

で
記
者
会
見
し
、
歴
代
政
権
が

禁
じ
て
き
た
集
団
的
自
衛
権
行

使
を
認
め
る
憲
法
解
釈
変
更
を

検
討
し
て
い
く
考
え
を
明
確
に

し
ま
し
た
。
戦
後
、
憲
法
９
条

の
も
と
世
界
の
信
頼
を
積
み
上

げ
て
き
た
歩
み
を
、
時
の
政
権

の
判
断
で
覆
そ
う
と
す
る
暴
走

で
す
。

安
保
法
制
懇
は

安
倍
ブ
レ
ー
ン

首
相
に
報
告
書
を
提
出
し
た

「
安
保
法
制
懇
」
は
第
１
次
安

倍
内
閣
の
時
に
設
置
さ
れ
た
当

時
と
ほ
ぼ
同
じ
顔
触
れ
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
座
長
の
柳
井
俊
二

元
駐
米
大
使
、
岡
崎
久
彦
元
駐

タ
イ
大
使
ら
首
相
の
政
策
ブ
レ
ー

ン
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
、

保
守
系
の
学
者
ら
、
憲
法
解
釈

見
直
し
に
積
極
的
な
論
者
で
占

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
民
党
内
に
も

強
い
反
対

右
下
の
写
真
は
、
昨
日
付
の

日
本
共
産
党
の
機
関
紙
「
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版
」
に
登
場
し

た
加
藤
紘
一
氏
（
元
官
房
長
官
・

自
民
党
元
幹
事
長
）
で
す
。

加
藤
氏
は
「
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
容
認
を
す
れ
ば
、
米
国

の
要
請
で
自
衛
隊
が
、
地
球
の

裏
側
ま
で
行
く
こ
と
は
十
分
に

想
定
さ
れ
ま
す
」
と
発
言
。

「
集
団
的
自
衛
権
の
議
論
は
、

や
り
だ
す
と
徴
兵
制
ま
で
行
き

着
き
か
ね
な
い
。
な
ぜ
な
ら
戦

闘
す
る
と
承
知
し
て
自
衛
隊
に

入
っ
て
い
る
人
ば
か
り
で
は
な

い
か
ら
で
す
」
と
、
集
団
的
自

衛
権
の
先
に
は
徴
兵
制
の
危
険

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
古
賀
誠
氏
（
自
民
党
元

幹
事
長
）
も
２
日
付
の
「
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版
」
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、
憲
法
改
正
の
発
議

要
件
を
緩
和
す
る
安
倍
内
閣
の

憲
法
96
条
改
定
の
動
き
に
つ
い

て
「
絶
対
に
や
る
べ
き
で
は
な

い
」
と
の
べ
、
「
憲
法
は
わ
が

国
の
最
高
法
規
で
す
。
他
の
法

規
を
扱
う
基
準
と
違
う
の
は
当

然
」
と
強
調
。
ま
た
、
現
行
憲

法
に
つ
い
て
、
「
平
和
主
義
、

主
権
在
民
、
基
本
的
人
権
と
い

う
崇
高
な
精
神
は
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
「
な
か
で
も

平
和
主
義
は
『
世
界
遺
産
』
に

匹
敵
す
る
」
と
評
価
し
ま
し
た
。

「
日
本
を
戦
争
す
る

国
に
し
な
い
」
一

点
で
の
共
同
を
広

げ
よ
う

安
倍
政
権
の
暴
走
に
対
し
て

多
く
の
国
民
が
反
対
の
意
思
を

表
明
し
て
い
ま
す
。
「
日
本
を

戦
争
す
る
国
に
し
な
い
」
と
い

う
一
点
で
共
同
を
広
げ
、
暴
走

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
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